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大
船
系
花
菖
蒲
の
品
種
保
存
に
つ
い
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P2O5 CaO MgO K2O Na2O

1 瀞の光 6.11 0.14 46.1 478 46.9 65.8 3.5
2 猿踊 6.01 0.11 39.4 519 49.3 18.9 7.7
3 春の名残 6.21 0.12 27.9 495 46.3 21.1 6.2
4 春の海 6.48 0.06 27.8 538 48.9 19.9 11.8
5 賤が家居 6.16 0.27 49.7 683 102.6 24.4 15.3
6 荒磯 6.14 0.19 41.3 669 73.8 20.3 10.8
7 玉花 5.81 0.24 44.8 452 73.6 14.3 9.7
8 揚羽 5.84 0.22 30.4 404 56.7 27.4 5.2
9 太平洋 5.80 0.24 36.0 405 69.9 26.5 7.2
10 五大州 6.64 0.20 35.1 554 118.9 13.0 42.3
11 舞子の浜 6.73 0.32 30.4 525 106.5 17.5 72.6

品種 ｐH EC(mS/cm)

花菖蒲田の土壌分析結果

地点N0
mg/100g

大
船
系
花
菖
蒲
に
つ
き
ま
し
て
は
、
会
報
２９

号
に
お
い
て
椎
野
昌
宏
理
事
長
よ
り
「
宮
沢
交

配
種
と
大
船
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
」
と
題
し
て

既
に
御
紹
介
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。
明
治
４２
年

に
神
奈
川
県
農
事
試
験
場
（
現
在
の
フ
ラ
ワ
ー

セ
ン
タ
ー
大
船
植
物
園
）
に
お
い
て
、
宮
沢
文

吾
博
士
が
輸
出
を
目
的
と
し
た
江
戸
系
品
種
の

収
集
と
優
良
品
種
の
育
成
に
着
手
さ
れ
、
大
正

時
代
を
中
心
に
新
品
種
の
育
成
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
そ
し
て
昭
和
１１
年
に
は
、
そ
れ
ら
の
品
種

改
良
成
績
書
と
３
０
０
の
新
品
種
が
発
表
さ
れ

て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
後
の
戦
災

に
お
い
て
そ
の
多
く
が
失
わ
れ
、
昭
和
２６
年
に

は
１
０
０
余
種
の
み
が
残
っ
て
い
た
と
記
録
さ

れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
農
事
試
験
場
の
移
転
に

伴
い
、
昭
和
３４
年
に
一
旦
平
塚
市
に
移
さ
れ
た

の
ち
、
植
物
園
の
開
園
に
伴
い
昭
和
３６
年
に
再

び
大
船
に
戻
さ
れ
ま
し
た
。
翌
年
の
昭
和
３７
年

の
開
園
以
来
、
宮
沢
先
生
が
育
成
さ
れ
た
そ
れ

ら
の
品
種
を
大
船
系
花
菖
蒲
と
し
て
現
在
の
菖

蒲
田
に
て
植
栽
展
示
を
行
っ
て
い
ま
す
。
江
戸

系
品
種
か
ら
育
成
さ
れ
た
も
の
で
群
生
美
に
優

れ
、
ま
た
江
戸
系
品
種
の
中
で
も
穏
や
か
で
優

し
い
花
容
の
も
の
が
多
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
開

園
と
共
に
大
船
系
花
菖
蒲
の
植
栽
展

示
も
４７
年
の
歴
史
を
刻
ん
で
き
ま

し
た
が
、
残
念
な
が
ら
連
作
の
影
響

な
ど
に
よ
り
、
残
存
す
る
品
種
数
は

徐
々
に
減
少
し
、
現
在
６８
品
種
の
み

を
保
存
し
て
お
り
ま
す
。 

私
は
平
成
１５
年
か
ら
当
園
の
花

菖
蒲
の
管
理
を
担
当
し
て
お
り
、
こ

こ
数
年
の
当
園
の
花
菖
蒲
の
状
況
に

つ
い
て
お
話
し
さ
せ
て
頂
き
ま
す
と
、

花
菖
蒲
園
全
体
の
草
勢
が
弱
く
な
り
、

枯
死
株
や
生
育
不
良
株
が
多
く
見
ら

れ
る
状
態
が
続
い
て
い
ま
す
。
そ
の

原
因
に
つ
い
て
は
様
々
な
こ
と
が
あ

る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
か

ん
水
に
用
い
て
い
る
井
戸

水
の
ｐ
Ｈ
が
８
以
上
と
高

く
、
水
が
直
接
か
か
り
や

す
い
部
分
で
は
葉
が
黄
化

し
株
全
体
も
伸
び
や
か
に
生
育
し
な
い
こ
と
か

ら
、
ｐ
Ｈ
が
高
い
こ
と
に
よ
る
土
壌
養
分
の
吸

収
阻
害
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。

開
花
時
の
風
情
な
ど
を
考
え
る
と
菖
蒲
田
に
水

を
入
れ
た
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
そ
う
し
た
こ
と

か
ら
最
近
は
井
戸
水
の
施
用
は
控
え
、
天
水
の

他
は
夏
の
乾
燥
時
や
植
替
え
直
後
の
苗
な
ど
に

水
道
水
を
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
で
散
水
し
て
い
ま

す
。
ま
た
併
せ
て
平
成
16
年
に
行
っ
た
土
壌
分

析
の
結
果
、
土
壌
中
の
加
里
が
多
い
こ
と
が
わ

か
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
平
成
１７
年
か
ら
は
窒
素

分
と
し
て
「
硫
安
」、
燐
酸
分
と
し
て
「
過
燐
酸

石
灰
」
と
い
う
よ
う
に
単
肥
施
用
を
中
心
に
行

う
よ
う
に
し
ま
し
た
。
窒
素
、
燐
酸
、
加
里
の

バ
ラ
ン
ス
を
取
る
と
同
時
に
、「
硫
安
」、「
過
燐

酸
石
灰
」
は
土
壌
ｐ
Ｈ
を
下
げ
る
効
果
も
あ
り

ま
す
。
施
用
後
は
葉
の
黄
化
は
少
な
く
な
り
、

株
の
伸
長
も
良
く
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
昨
年

の
夏
は
、
こ
の
数
年
で
は
最
も
良
い
作
柄
と
な

り
ま
し
た
。
本
年
８
月
16
日
に
地
下
水
と
土
壌

に
つ
い
て
詳
細
な
分
析
を
行
い
ま
し
た
が
（
別

表
参
照
）、
以
前
７
．
５
ほ
ど
あ
っ
た
土
壌
ｐ
Ｈ

は
改
善
さ
れ
た
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
ま
た
以

前
は
５０m

g/100g

ほ
ど
あ
っ
た
加
里
も
少
な

く
な
っ
て
お
り
、
今
後
は
十
分
な
施
用
が
必
要

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
井
戸
水
は
依
然
と
し

て
ｐ
Ｈ
が
高
く
、
海
水
の
約
0.5
％
に
あ
た
る

N
aCl

が
含
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
のN

aCl

濃
度
は
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
影
響
は
無
い
と
考
え

ら
れ
ま
す
が
、
ｐ
Ｈ
値
も
高
い
こ
と
か
ら
念
の

た
め
井
戸
水
の
施
用
は
当
分
見
合
わ
せ
よ
う
と

考
え
て
い
ま
す
。 

そ
し
て
昨
年
の
生
育
が
良
く
一
安
心
し
て
い

た
の
も
束
の
間
、
今
年
の
春
に
な
り
江
戸
系
品

種
、
大
船
系
品
種
で
新
芽
の
発
生
が
見
ら
れ
な
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Cl NO3 SO4 PO4 Na NH4 K Mg Ca
8.22 0.82 77.1 8.5 17.6 0.0 202.7 0.0 5.2 1.2 3.1

井戸水の分析結果

ｐH EC(mS/cm)
mg/L

い
も
の
が
数
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。
ク
ス
ノ
キ

な
ど
の
樹
木
に
よ
る
日
照
不
足
、
ｐ
Ｈ
の
高
い

池
の
水
の
流
入
な
ど
様
々
な
要
因
が
あ
り
そ
う

で
す
が
明
ら
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
依
然
と
し

て
大
船
系
品
種
の
保
存
の
点
か
ら
不
安
な
状
況

で
す
が
、
改
植
に
よ
る
草
勢
の
回
復
、
施
肥
の

適
正
化
な
ど
作
柄
の
安
定
に

努
め
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。 そ

し
て
、
こ
の
よ
う
な
状

況
の
中
で
貴
重
な
大
船
系
花

菖
蒲
の
品
種
保
存
に
つ
い
て

早
急
に
新
た
な
対
応
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
平
成
１６
年
に
椎
野

理
事
長
に
相
談
を
申
し
上
げ
、

当
協
会
を
通
じ
玉
川
大
学
農

学
部
生
物
資
源
学
科 

田
淵

義
人
先
生
の
も
と
、
大
船
系

花
菖
蒲
の
品
種
保
存
を
し
て

い
た
だ
く
こ
と
を
快
く
お
引

き
受
け
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
本
年
ま
で
の
５
年

に
わ
た
り
約
５０
品
種
も
の

保
存
を
行
っ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。
ま
た
玉
川
大
学

で
は
、品
種
保
存
と
併
せ「
大

船
育
成
品
種
に
つ
い
て
の
外

部
形
態
に
関
す
る
特
性
評
価

（2004

）」
を
日
本
園
芸
学

会
に
て
発
表
さ
れ
る
な
ど
、

研
究
テ
ー
マ
と
し
て
も
取
り

上
げ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
日
本

花
菖
蒲
協
会
、
玉
川
大
学
に
は
大
船
系
花
菖
蒲

の
品
種
保
存
に
つ
き
ま
し
て
多
大
な
る
御
力
添

え
を
頂
い
て
お
り
、
改
め
ま
し
て
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。 

       
 

                    

 

今
後
と
も
皆
様
方
の
御
協
力
を
頂
き
な
が
ら

大
船
系
花
菖
蒲
の
保
存
を
図
る
と
と
も
に
、
当

園
の
花
菖
蒲
園
に
お
い
て
良
い
植
栽
展
示
が
で

き
る
よ
う
栽
培
管
理
に
努
め
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。 

       

六
月
九
日
（
火
）
か
ら
十
四
日
（
日)

ま

で
六
日
間
鎌
倉
市
の
大
船
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
梅
雨
時
に
も

拘
わ
ら
ず
比
較
的
天
気
が
保
た
れ
、
展
示

会
の
知
名
度
ア
ッ
プ
と
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
趣
味
の

園
芸
誌
に
載
せ
ら
れ
た
展
示
会
案
内
の
効

果
も
出
て
、
例
年
を
越
す
来
観
者
が
あ
り

ま
し
た
。
首
都
圏
在
住
会
員
一
五
名
か
ら

12
ミ
リ
ポ
ッ
ト
約
五
〇
〇
鉢
（
販
売
用
を

含
む)

、
盆
養
八
鉢
、
大
株
二
〇
鉢
が
集
ま

り
ま
し
た
。 

 

当
日
の
最
優
秀
作
が
金
屏
風
の
前
に
並

び
ま
す
が
、
初
日
の
九
日
に
昇
っ
た
の
は
、

宇
宙
、
雪
化
粧
、
扇
田
、
満
月
の
宴
、
紅

宇
宙
、
槍
ヶ
岳
、
神
路
の
誉
の
七
点
で
し

た
。 

 

盆
養
は
既
に
咲
い
て
し
ま
っ
た
も
の 

が
あ
り
、
ベ
ス
ト
の
姿
は
見
せ
ら
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。 

 

ノ
ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ
の
コ
ー
ナ
ー
に
は

16
ポ
ッ
ト
と
四
つ
の
大
鉢
が
出
展
さ
れ
、

い
ず
れ
も
花
は
盛
り
の
段
階
で
、
変
り
花

も
あ
り
、
賑
や
か
で
し
た
。
以
下
関
係
者

名
を
列
記
し
ま
す
（
敬
称
略
）。
ご
苦
労
様

で
し
た
。 

（
花
菖
蒲
出
展
者
）
石
井
湜
、
稲
垣
敏
明
、

小
串
正
美
、
金
子
キ
ミ
エ
、
金
子
嘉
昭
、

上
条
正
美
、
小
林
昇
、
小
山
章
治
、
佐
々

木
雅
純
、
椎
野
昌
宏
、
清
水
弘
、
武
内
暢

宏
、
田
辺
孝
、
戸
塚
由
美
子
、
並
木
健
至
、

福
住
康
文
、
松
下
卓
生 

（
そ
の
他
の
展
示
）
俳
句
色
紙
＝
星
野
文

子
、
村
中
紫
香
ほ
か
、
絵
手
紙
＝
ろ
う
き

ん
戸
塚
支
店
友
の
会
絵
手
紙
教
室
、
美
友

会
箕
島
美
智
子
ほ
か
、
田
中
多
賀
子
、
鳴

滝
み
ど
り 

写
真
＝
横
浜
フ
ォ
ト
ク
ラ
ブ

９７ （
当
番
参
加
者)

前
記
出
展
者
以
外
に
、
飯

島
瑛
雄
、
河
西
孝
美
、
金
子
紀
久
子
、
小

串
春
子 

 
 

平
成
二
十
一
年
度
花
菖
蒲
展
示
会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

展
示
会
実
行
委
員
会 

 


